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職　　名　准教授
担当科目　�簿記入門１・２、財務会計１・２、 

管理会計、経営分析、	  
中級簿記演習、初級簿記演習、 
ゼミナールⅠ、ゼミナールⅢ・Ⅳ

研 究 室　ダイヤルイン　0258（39）1614
　　　　　内線　404
E -ma i l　qiao＠nagaokauniv.ac.jp

研究テーマ　⑴資産会計の多様化及び資本の変遷にみる現代会計の社会的機能
　　　　　　⑵徳川幕府の会計制度

研 究 業 績
　著　　書　令和６年２月　�現代中国会計：歴史・制度・教育・管理からの究明（共著）中央経済社
　論　　文　令和７年１月　�徳川幕府における会計検査に関する一考察 ―勘定吟味役の役割を中心に―（単著）、『長岡

大学研究論叢第23号』、長岡大学
　　　　　　令和４年11月　�文化立国論への再考 ―十日町きもの文化村の可能性について―（単著）『地域連携研究第

９号』長岡大学
　　　　　　令和４年３月　�徳川幕府の会計機構と帳簿組織からみる会計の本質 ―記録と報告―（単著）、『長岡大学研

究論叢第20号』、長岡大学
　　　　　　平成30年２月　�資産概念の変遷と経済的資源の拡大（単著）、『経営経理研究』第111号、拓殖大学経営経

理研究所
　　　　　　平成27年３月　�財務諸表目的観の変容 ―受託責任、利害調整及び情報提供の視点から―（単著）、『拓殖大

学大学院商学研究科紀要』第42号
　　　　　　平成26年３月　�会計主体論と連結基礎概念の関係に関する一考察（単著）、『拓殖大学大学院商学研究科紀

要』第41号
　学会報告　令和５年11月　徳川幕府における監査に関する一考察 ―勘定吟味役の役割を中心に―（単独）、日本会計
　　　　　　　　　　　　　史学会第42回大会
　　　　　　令和４年11月　徳川幕府における会計記録・帳簿組織の成立と発展（単独）、日本会計史学会第41回大会
　　　　　　令和３年10月　江戸幕府の収入と支出に関する一考察（単独）、日本会計史学会第40回大会
　　　　　　平成27年10月　�資産の多様性に関する一考察 ―見える富から見えざる富へ―（単独）、日本会計史学会第

34回大会

略　　　歴　令和６年４月　�長岡大学経済経営学部准教授（現在に至る）
　　　　　　令和４年４月　�高崎経済大学地域政策学部非常勤講師（現在に至る）
　　　　　　令和２年４月　�長岡大学経済経営学部専任講師（令和６年３月まで）
　　　　　　平成30年10月　�専門学校東京スクール・オブ・ビジネス非常勤講師（令和２年３月まで）
　　　　　　平成30年４月　�東京福祉大学社会福祉学部非常勤講師（令和４年３月まで）
　　　　　　平成30年３月　�拓殖大学商学研究科博士後期課程修了（博士・商学）
　　　　　　平成28年10月　�学校法人NIPPON ACADEMY非常勤講師（令和２年３月まで）
　　　　　　平成28年４月　�拓殖大学商学部非常勤講師（令和３年３月まで）
　　　　　　平成24年３月　�高崎経済大学経済・経営研究科博士前期課程修了（修士・経営学）
　　　　　　平成18年４月　�株式会社プランニング入社（平成20年７月まで）
　　　　　　平成18年３月　�高崎経済大学地域政策学部卒業
　　　　　　平成10年７月　�中国・内蒙古万博貿易公司入社（平成12年７月まで）
　　　　　　平成10年７月　�中国・内モンゴル大学外国語学部日本語専攻卒業

社会的活動　平成29年３月　藍橋文化振興株式会社　専務取締役（現在に至る）
　　　　　　平成27年７月　特定非営利活動法人　児童教育支援協会　理事（現在に至る）

所 属 学 会　日本会計研究学会、日本会計史学会、日本会計理論学会
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担 当 講 座

テーマ№1 簿記と会計について

内　　容

　日常生活の中で、私たちは「経理」と「会計」という言葉をよく耳にします。例えば、

××会計事務所、経理事務の仕事など。経済・経営学部を設置する大学においては、「簿

記」と「会計」関係の科目は多く設けられています。いったい、経理とはどういうことか。

簿記と会計は同じなのか、それとも違うのか。簿記と会計の授業では、それぞれ何を勉

強するのかについて、説明をします。

　１　複式簿記の歴史

　２　簿記と会計の違い

　３　簿記の授業と会計の授業


